
山梨県果樹団地化促進支援事業費補助金交付要綱 

 
（趣旨） 
第１条 知事は、効率的な生産が可能となる果樹園の基盤整備と団地化を促進するため、

ほ場整備参加者（以下「補助事業者」という。）が実施する果樹団地化促進支援事業（以

下「事業」という。）に要する経費に対して、予算の範囲内で補助金を交付するものと

し、その交付に関しては、山梨県補助金等交付規則（昭和３８年山梨県規則第２５号。）

に規定するもののほか、この要綱に定めるところによる。 
 

（補助金の交付対象者等） 

第２条 この補助金は、補助事業者が実施する事業に対し、直接交付するものとする。 

 ただし、次に掲げる者（以下「市町村等」という。）が補助事業者に補助する事業の 

 経費については、市町村等に対して交付するものとする。 

（１）市町村 

（２）土地改良区 

（３）換地委員会  

 

（補助対象経費） 

第３条 この事業は、ほ場整備における果樹の伐採、ブドウ棚、かんがい施設の再設置、 

果樹の育成、大苗育苗、植え付けの費用に対して２ヵ年度に分け助成するものであり、

第１年度目の助成額は補助金交付総額の７割以内とする。 

 

（採択基準） 

第４条 この事業は、次の条件を全て満たす地域を対象とする。 

（１）山梨県果樹振興計画に基づく果樹産地構造改革計画が策定されていること。 

（２）果樹団地化モデル地区に指定されていること。 

（３）農地の集団化、団地化が見込める地域であること。 

（４）県営土地改良事業でほ場整備を実施する地区であること。 

 

（補助金の交付申請） 

第５条 補助事業者又は市町村等（以下、「補助事業者等」という。）は、交付申請書（第 

１号様式）を別に定める期日までに知事に提出するものとする。なお、申請は２ヵ年

度に分け、各年度毎に行うものとする。 

 

（補助金の交付条件） 

第６条 補助金の交付条件は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）補助事業の内容を変更しようとするときは、変更承認申請書（第２号様式）を

提出し、知事の承認を受けること。 

（２）補助事業を中止又は廃止しようとするときは、中止（廃止）承認申請書（第３ 



号様式）を提出し、知事の承認を受けること。 

（３）補助事業が予定期間内に完了する見込のない場合又は補助事業の遂行が困難と 

なった場合においては、速やかに知事に報告してその指示を受けること。 

２ 補助事業の目的の達成に支障をきたさない事業計画の細部の変更であって、交付決定

を受けた補助金の増額を伴わない場合にあっては、前項第１号の規定による手続を省略

することができる。 

 

（補助金の交付額の算定） 

第７条 補助金の交付額は、次の基準により算定する。 

  （１）補助金の交付単価は、別表のとおりとする。 

  （２）補助対象面積は、ほ場整備を実施するにあたり策定する換地計画書の従前地面

積を基準とする。 

  （３）交付額は、補助対象面積に別表に定める各交付単価を乗じて得た額の合計額と

する。 

 

（補助金の交付決定） 

第８条 知事は、補助金の交付申請があったときは、当該申請に係る審査及び必要に応じ 

て行う現地調査等により、補助金を交付すべきものと認めたときは、速やかに交付決定

を行い、補助金交付決定通知書（第４号様式）を補助事業者等に通知するものとする。 

 

（補助金の交付） 

第９条 補助金の交付は、精算払いとする。ただし、知事が必要と認めるときは、概算払

いにより交付することができる。 

２ 補助事業者等は、前項の規定により概算払いを受けようとするときは、概算払請求書

（第５号様式）を知事に提出しなければならない。 

 

（実績報告） 

第１０条 補助事業者等は、補助事業の完了の日、又は中止若しくは廃止の承認を受けた

日から起算して１ヶ月を経過した日又は補助金の交付を決定した年度の翌年度の４月１

０日のいずれか早い期日までに、知事に実績報告書（第６号様式）を提出しなければな

らない。 

 

（補助金の額の確定） 

第１１条 知事は、事業の完了又は中止若しくは廃止に係る実績報告を受けたときは、当

該報告に係る事業の成果が補助金の交付決定の内容及びこれに付した条件に適合するも

のであるかどうかを調査し、適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、

補助事業者に通知するものとする。 

 

（事業の完了） 

第１２条 この事業は、苗の植え付け、畑かんの再設、ブドウ棚の再設をもって完了とし、



事業が完了しない場合においては既に交付した補助金を返還しなければならない。 

 

（書類の保管） 

第１３条 補助金の交付を受けた補助事業者等は、この補助事業に係る収入及び支出につ 

いての証拠書類を整理し、補助事業終了の年度の翌年度から起算して５年間保管してお

かなければならない。 

 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 



別表 
 
１ 果樹の伐採に伴う交付単価 
                                  単位：円 

作目区分 ブドウ モモ サクランボ スモモ カキ ウメ その他 
１０ａ当たり

の交付単価 25,000 56,000 58,000 48,000 39,000 39,000 39,000 

 
２ 畑かん施設の再設に伴う交付単価 
           単価：円 
１０ａ当たり

の交付単価 60,000 

 
３ ブドウ棚の再設に伴う交付単価 
           単価：円 
１０ａ当たり

の交付単価 137,000 

 
４ 果樹の育成及び植え付けに伴う交付単価 
                                  単位：円 

作目区分 ブドウ モモ サクランボ スモモ カキ ウメ その他 
１０ａ当たり

の交付単価 75,000 82,000 105,000 88,000 89,000 89,000 89,000 

 



第１号様式（第５条関係） 
平成  年  月  日 

 
 
 
    山梨県知事          殿 
 
 
                      住 所 
                      氏 名 
 

平成  年度 果樹団地化促進支援事業費 
補 助 金 交 付 申 請 書 

 
 平成  年度において次のとおり実施したいので、果樹団地化促進支援事業費補助金交

付要綱第５条の規定により、金          円の交付を申請する。 
 
１ 事業の目的 
           事業  地区  工区ほ場整備 
 
２ 事業計画及びその内容 
  別表のとおり 
 
３ 交付計画 
   

補助事業に要する経費 交 付 額 
（交付対象事業費の７０％以内） 

          円               円 
 （注）２年目の申請については、交付対象事業費に対する１年目交付額の残とする。 
 
４ 事業完了予定年月日 
 



第２号様式（第６条関係） 
平成  年  月  日 

 
 
    山梨県知事          殿 
 
 
                      住 所 
                      氏 名 
 

平成  年度 果樹団地化促進支援事業費 
補 助 金 変 更 承 認 申 請 書 

 
 平成  年  月  日付け  第  号で交付決定のあった果樹団地促進支援事業費

補助金について、次のとおり変更したいので、同補助金交付要綱第６条の規定により申請

する。 
 
１ 変更の理由 
   
２ 変更の内容 
 
３ 添付書類 
 
  事業計画及びその内容（第１号様式別表に準ずる。） 
 
 
（注）別表については、補助金の交付決定を受けた事業の内容及び交付額と変更後の事業

の内容と交付額とを容易に比較対照できるように変更部分を二段書とし、変更前を括

弧書で上段に記載すること。 



第３号様式（第６条関係） 
平成  年  月  日 

 
 
    山梨県知事          殿 
 
 
                      住 所 
                      氏 名 

 
平成  年度 果樹団地化促進支援事業費 
補 助 金 中 止 （ 廃 止 ） 承 認 申 請 書 

 
 平成  年  月  日付け第  号で交付決定のあった果樹団地促進支援事業費補助

金について、次のとおり中止（廃止）したいので、同補助金交付要綱第６条の規定により

申請する。 
 
１ 中止（廃止）の理由 
   
 （できるだけ具体的に記入すること） 
 
２ 中止の期間（廃止の時期） 



第４号様式（第８条関係） 
第       号 

平成  年  月  日 
 
 
              殿 
 
 
 
                        山梨県知事  
 
 

平成  年度 果樹団地化促進支援事業費 
補 助 金 交 付 決 定 通 知 書 

 
 平成  年  月  日付けで申請のあった平成  年度果樹団地化促進支援事業費補

助金については、山梨県果樹団地化促進支援事業費補助金交付要綱第８条の規定により、

次のとおり交付することに決定しました。 
 
１ 補助事業に要する経費  金            円 
 
２ 補助金の額       金            円 
 
３ 補助金交付の条件は、次のとおりとする。 
 
  果樹の伐採、ブドウ棚の撤去、畑かん施設の撤去を完了させること。 
 
 （注）２年目の交付決定については、次のとおり。 
  果樹の改植、ブドウ棚の再設、畑かん施設の再設を完了させること。 
 



第５号様式（第９条関係） 
第       号 

平成  年  月  日 
 
    山梨県知事          殿 
 
 
                      補助事業者等 
                      

平成  年度 果樹団地化促進支援事業費 

補 助 金 概 算 払 請 求 書 

 
  年  月  日付け  第    号で交付決定のありました果樹団地化促進支援事

業補助金について、次のとおり概算払いの請求をいたします。 
 
１ 概算払請求額              円 
 
２ 内 訳 
                               単位：円 

補助金交付 
決定額 ① 

既概算交付 
額 ② 

差引額 
①－②= ③ 

今回概算請求

額 
備   考 

     

 
３ 概算払請求の理由 
 
 
 
 
４ 支払の方法（口座振替払） 
振込先銀行        銀行      店 

預金種目・口座番号 １普通 ２当座  口座番号 

口座名義  

 
 
 
 



  第６号様式（第１０条関係） 
平成  年  月  日 

 
 
    山梨県知事         殿 
 
 
                      住 所 
                      氏 名 
 

平成  年度 果樹団地化促進支援事業費 
補 助 金 実 績 報 告 書 

 
 平成  年  月  日付け  第    号をもって交付決定通知のあった補助金に

ついて、次のとおり実施したので、山梨県果樹団地化促進支援事業費補助金交付要綱第１

０条の規定により報告する。 
 
１ 事業の目的 
          事業  地区  工区ほ場整備 
 
２ 事業実績及びその内容 
  別表のとおり 
 
３ 交付決定額 
   

補助事業に要する経費 交 付 決 定 額 
          円             円 

 
４ 事業完了年月日 
 
 


